
高
山
寺
蔵
『
五
教
章
上
巻
聞
書
』
に
つ
い
て

l
l
あ
わ
せ
て
明
恵
関
係
片
仮
名
交
り
文
資
料
の
類
別
案
に
及
ぶ
－

目
　
　
次

一
、
は
じ
め
に

二
、
『
五
散
華
上
巻
聞
書
』

三
、
明
恵
の
注
釈
書
と
講
義
聞
書
、
な
ら
び
に
そ
の
流
れ
を
く
む
資
料

四
、
お
わ
り
に

柳
　
　
田
　
　
征
　
　
司

l

、

は

じ

め

に

筆
者
は
、
室
町
時
代
に
盛
行
し
た
抄
物
の
源
流
を
求
め
る
と
い
う
立
場
か
ら
、
抄
物
の
時
代
に
直
前
す
る
と
こ
ろ
の
鎌
倉
時
代
の
注
釈
活
動
と

講
義
開
署
と
に
注
目
し
、
特
に
、
資
料
が
豊
富
で
、
ま
た
講
義
と
聞
書
作
成
の
実
態
が
か
な
り
具
体
的
に
把
捉
で
き
る
も
の
と
し
て
、
明
恵
の
講

（1）

義
と
そ
の
間
書
を
と
け
あ
げ
て
き
た
。

本
稿
は
、
高
山
寺
経
蔵
に
伝
存
す
る
片
仮
垂
父
り
体
の
注
釈
書
『
五
教
章
上
巻
聞
書
』
が
明
恵
の
講
義
の
聞
書
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
よ

う
と
す
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
機
会
に
、
こ
の
資
料
を
含
め
て
、
今
ま
で
に
と
ら
え
る
こ
と
の
出
来
た
明
恵
の
講
義
の
聞
書
を
中
心
に
、
さ
ら
に

広
く
明
恵
関
係
片
仮
垂
父
り
文
資
料
を
全
体
と
し
て
類
別
整
理
す
る
】
案
を
提
出
し
て
、
鎌
倉
時
代
語
研
究
に
資
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

高
山
寺
蔵
『
五
教
章
上
巻
聞
書
』
に
つ
い
て

五



鎌
・
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
′
究

六

二
、
『
五
教
章
上
巻
開
音
』

H

書

誌

高
山
寺
経
蔵
に
「
五
教
章
上
巻
聞
書
」
と
題
す
る
片
仮
名
父
り
体
の
注
釈
書
が
二
部
四
冊
伝
存
す
る
。
即
ち
、
重
文
第
四
部
第
≡
ニ
函
笛
二

八
号
か
ら
第
二
二
号
ま
で
の
四
冊
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
第
二
〇
号
と
第
二
＝
号
と
が
上
下
二
巻
の
僚
巻
で
、
明
暦
元
年
（
一
六
五
五
）
の

写
本
で
あ
り
、
第
】
八
号
と
第
「
九
号
と
が
や
は
り
上
下
二
巻
の
僚
巻
で
、
先
の
本
を
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
に
転
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
次

に
、
二
本
の
書
誌
的
な
解
説
を
簡
略
に
付
す
。

〇
五
教
章
上
巻
聞
書
　
二
巻
　
明
暦
元
年
琳
弁
・
永
弁
写
　
袋
綴
二
冊
（
第
一
二
三
函
第
二
〇
号
・
第
≡
号
）

共
表
紙
〈
縦
二
九
・
〇
糎
×
横
二
「
四
糎
）
。
外
題
打
付
書
「
五
教
章
上
巻
聞
書
上
（
下
）
自
二
共
義
至
分
数
開
宗
（
自
乗
開
合
至
施
設
異
相
）
」
。

表
紙
右
方
に
「
二
冊
之
内
偲
尾
高
山
寺
／
資
首
院
」
と
墨
書
。
内
題
「
五
教
章
上
巻
聞
書
上
〒
）
」
。
半
面
〓
行
。
朱
句
切
を
加
う
。
巻

上
四
九
丁
、
巻
下
二
七
丁
、
各
巻
末
に
次
の
奥
書
が
あ
る
。

（
巻
上
末
）
明
贋
元
年
林
鐘
十
百
東
大
寺
申
於
／
金
珠
院
津
坂
隠
侶
小
庵
下
四
聖
坊
之
／
以
御
本
書
写
了
下
巻
先
日
書
功
了
／
高
山
寺
／

華
厳
宗
末
学
／
琳
弁
／
（
朱
書
）
「
即
日
7
対
十
無
尽
院
永
弁
御
房
／
「
校
了
」
／
此
間
書
上
下
二
巻
栂
尾
上
人
／
御
二
寧
主
、
今
於

本
寺
／
大
依
之
会
釈
ア
リ
　
英
性
徴
房
被
命
了
　
／
（
別
筆
）
「
海
印
漫
書
」

（
巻
下
末
）
本
云
／
応
永
廿
七
年
六
月
十
三
日
於
観
智
院
書
写
了
7
文
安
元
年
八
月
廿
六
日
於
東
寺
観
智
院
堂
／
書
写
了
／
阿
閣
梨
宝
海

／
明
暦
元
年
五
月
廿
六
日
於
東
大
寺
／
四
聖
坊
和
本
申
出
写
之
了
／
花
厳
末
葉
／
永
弁
／
助
筆
／
琳
弁
／
千
時
融
霜
新
談
之
勧
也

／
（
朱
書
）
「
即
時
一
交
了
」

〇
五
教
章
上
巻
聞
書
　
二
巻
　
天
和
二
年
永
弁
写
　
袋
扱
二
冊
（
第
三
三
悪
二
八
号
・
笛
二
九
号
）

右
の
本
の
転
写
本
。
共
表
紙
（
縦
二
九
・
三
糎
×
桟
二
三
・
〇
糎
）
。
外
題
打
付
書
「
五
教
葦
上
巻
聞
書
上
（
下
）
自
二
乗
義
至
分
数
開
宗
（
自
乗
「
教
」



（
朱
書
右
傍
補
入
）
開
合
至
施
異
相
。
）
」
表
紙
右
方
に
「
二
冊
之
内
　
栂
尾
山
／
閲
伽
井
坊
」
と
墨
書
。
内
題
「
五
教
章
上
巻
聞
書
上
至
」
。
半

面
〓
行
。
朱
旬
切
。
巻
上
四
五
丁
、
巻
下
二
四
丁
。
各
巻
末
に
次
の
奥
書
が
あ
る
。

（
巻
上
末
）
写
本
云
／
明
暦
元
年
林
鐘
十
一
日
東
大
寺
中
於
金
珠
／
院
津
坂
隠
侶
中
巻
下
四
聖
坊
之
以
細
／
本
書
写
了
／
高
山
寺
／
花
厳
宗

末
学
／
琳
弁
　
／
即
日
／
対
十
無
尽
院
永
弁
御
房
／
一
校
了
　
／
此
間
書
上
下
二
巻
栂
尾
上
大
和
／
一
義
也
ト
云
ミ
今
於
本
寺
大
口
／
之

会
釈
ア
リ
電
報
朗
被
命
了
／
件
本
東
大
寺
五
教
章
聴
聞
之
勅
／
借
出
之
琳
弁
口
写
了
重
□
／
又
大
切
為
本
故
等
取
之
辛
悪
筆
可

／
恥
之
／
千
時
天
和
二
年
九
月
「
三
」
（
某
字
に
重
ね
虫
目
き
）
日
／
花
厳
末
子
／
永
弁

（
巻
下
巻
）
本
云
／
応
永
廿
七
年
六
月
十
三
日
於
観
智
院
書
写
了
　
／
文
安
元
年
八
月
廿
六
日
於
東
寺
観
智
院
堂
／
書
写
了
／
阿
閣
梨
宝
海

東
大
寺
四
聖
坊

／
（
朱
書
）
「
一
校
之
了
」
　
／
明
暦
元
年
五
月
廿
六
日
於
東
大
寺
／
四
聖
坊
御
本
申
出
写
之
了
／
花
厳
末
葉
／
永
弁
　
／
千
時
円
智
御
講
談

之
勧
也

後
者
は
前
者
の
転
写
本
で
あ
っ
て
、
二
本
の
本
文
は
助
詞
の
有
無
な
ど
を
除
く
と
大
き
な
異
同
を
も
た
な
い
。
『
五
教
章
』
　
の
注
釈
書
に
は
、

『
仏
書
解
説
大
辞
典
』
や
『
国
書
総
目
録
』
に
よ
る
と
種
々
の
も
の
が
伝
存
す
る
を
つ
で
あ
り
、
『
五
教
章
上
巻
聞
書
』
な
る
書
名
の
も
の
も
見
え

る
が
、
い
ず
れ
も
未
調
査
の
た
め
、
本
書
と
の
関
係
は
明
ら
か
で
な
い
。
後
者
に
よ
る
と
『
五
教
章
上
巻
開
音
』
は
高
野
山
宝
亀
院
（
室
町
時
代

写
二
帖
）
と
東
大
寺
（
一
冊
）
に
伝
存
す
る
と
い
う
。
高
山
寺
本
は
、
右
の
奥
書
に
見
る
よ
う
に
東
大
寺
に
お
い
て
書
写
さ
れ
た
本
で
あ
っ
て
、
最

大
寺
に
一
本
が
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
看
過
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。
後
考
を
期
し
た
い
。

⇔
原
典

『
五
教
章
上
巻
聞
書
』
の
注
釈
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
原
典
は
、
唐
法
蔵
（
六
四
三
～
七
一
二
）
撰
の
『
五
教
章
』
（
華
厳
五
教
章
・
撃
墜
乗
教
義

分
斉
章
・
華
厳
二
兼
数
分
記
・
華
厳
経
中
一
乗
五
数
分
斉
義
二
乗
数
分
記
）
で
あ
る
。
本
書
は
『
監
大
蔵
経
』
（
第
四
五
巻
四
七
七
頁
以
下
）
等
に
も
翻

刻
さ
れ
て
い
る
が
、
高
山
寺
に
は
上
巻
が
三
点
伝
存
す
る
。
一
点
は
巻
中
も
存
す
。

○
華
厳
一
乗
数
分
記
巻
上
・
申
　
鎌
倉
初
期
写
　
奥
書
・
行
間
書
入
明
恵
自
筆
　
粘
菓
装
二
帖
（
第
二
聯
第
二
二
〇
号
）

高
山
寺
蔵
『
五
教
章
上
巻
問
書
』
に
つ
い
て

七
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薄
茶
色
表
紙
（
縦
二
六
・
五
糎
×
横
一
七
・
八
糎
）
。
外
題
表
紙
左
方
に
「
華
厳
五
数
分
記
」
と
墨
書
。
内
題
「
華
厳
一
乗
教
分
記
」
（
巻
上
）

法
蔵
撰
」
。
押
界
半
面
七
行
。
界
高
二
〇
・
三
糎
、
界
幅
「
八
糎
。
各
丁
裏
打
。
巻
上
仝
三
九
丁
。
高
山
寺
朱
印
。
朱
旬
切
点
。
稀
に
仮

名
点
あ
り
。
巻
上
末
に
明
恵
筆
の
次
の
奥
書
が
あ
る
。

哀
栽
、
、
「
□
」
（
擦
消
）
南
山
ノ
キ
ハ
ニ
船
ノ
一
艇
イ
テ
キ
ク
リ
ッ
ル
カ
ホ
ト
ナ
ク
ハ
セ
ト
ヲ
リ
テ
北
山
ニ
カ
ク
レ
ナ
ム
／
ト
ス
ル
気

色
ヲ
ミ
レ
ハ
此
耳
キ
レ
法
師
力
一
生
涯
ヲ
ハ
セ
ワ
タ
ラ
ム
ホ
ト
モ
ア
レ
ニ
コ
ト
ナ
ラ
ヌ
カ
ナ
ト
思
テ
／
双
眼
ニ
ナ
、
、
、
タ
ウ
カ
フ
筆
ヲ
ソ
メ

テ
如
此
カ
キ
サ
シ
テ
マ
タ
筆
ヲ
ソ
メ
ム
「
ト
」
（
右
傍
補
入
）
　
ス
ル
便
l
l
ミ
ヤ
リ
タ
レ
ハ
船
ハ
／
ス
テ
ニ
北
山
ニ
ハ
セ
カ
ク
レ
ニ
ケ
リ
弥
ア

ハ
レ
ヲ
モ
ヨ
ヲ
ス
モ
ノ
カ
ナ
　
／
建
久
八
年
　
壬
六
月
五
日
任
愚
見
少
ミ
抄
勘
文
了
是
偏
非
他
乞
者
錐
住
紀
洲
／
山
中
猶
副
日
逐
電
之
志

不
絶
偽
旅
行
之
時
為
奉
懸
頸
結
構
之
／
末
学
糸
惜
可
被
思
也
於
紀
洲
山
中
巌
上
奄
室
記
之
　
成
弁
　
／
千
時
西
海
以
外
ニ
ナ
キ
「
タ
」
（
右

傍
補
入
）
リ
船
少
々
ア
リ
　
／
此
本
ハ
文
字
以
外
多
組
鯵
無
吉
本
故
不
直
之
也
　
／
建
久
八
年
壬
六
月
四
日
今
夜
□
西
海
二
人
ッ
ル
ヲ
船
［
＝

亮
一

首
口

○
華
厳
一
乗
教
分
記
巻
上
　
建
長
六
年
写
　
粘
菓
装
一
帖
（
第
四
部
第
一
二
三
函
第
一
号
）

共
表
紙
（
縦
二
六
二
糎
×
槙
一
六
・
五
糎
）
。
表
紙
に
「
上
　
東
第
十
四
箱
」
と
墨
書
。
表
紙
見
返
に
「
心
蓮
院
」
と
墨
書
。
内
題
「
華
厳
一

乗
数
分
記
巻
上
　
法
蔵
撰
」
。
押
界
半
面
八
行
。
界
高
二
二
二
一
糎
、
界
幅
一
・
七
糎
。
行
二
二
字
前
後
。
仝
二
九
丁
。
次
の
奥
書
が
あ
る
。

（
別
筆
）
「
心
蓮
院
施
入
了
」
／
建
長
六
年
六
月
二
日
於
方
便
智
院
篭
窒
／
書
写
畢
　
沙
門
明
耀
之
／
須
ク
同
異
也

モ
チ
イ
ル
へ
キ

○
華
厳
一
乗
数
分
斉
章
巻
上
　
南
宋
時
代
刊
　
折
本
一
帖
（
第
四
七
函
第
一
四
号
）

薄
茶
色
表
紙
（
縦
三
二
六
糎
×
横
一
〇
・
八
糎
）
。
た
だ
し
本
文
は
縦
三
二
二
糎
×
横
二
　
二
糎
。
内
題
「
華
厳
一
乗
数
分
斉
章
巻
上
／

京
大
薦
福
寺
沙
門
　
法
蔵
　
述
」
。
「
高
山
寺
」
朱
印
。
天
地
界
。
一
頁
六
行
。
一
行
二
〇
字
。
版
心
「
教
義
章
上
　
二
　
（
～
十
八
）
」
。
次
の

刊
記
あ
り
。

（
第
二
紙
版
心
）
琉
首
王
沢
拾
銭
開
此
一
板



（
第
三
拡
販
心
）
女
弟
子
曹
氏
拾
鏡
閲
此
一
板

（
巻
尾
）
当
湖
王
彦
鞠
造

出
講
者
な
ら
び
に
聞
書
者

先
に
引
い
た
奥
書
に
「
此
間
書
上
下
二
巻
栂
尾
上
人
御
一
義
ト
云
、
今
於
本
寺
／
大
依
之
会
釈
ア
サ
英
性
御
房
被
命
了
」
と
あ
る
記
事
が
信
用
で

き
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
本
書
は
栂
尾
上
人
明
恵
の
説
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
奥
書
は
信
瀬
で
き
る
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

伝
来
を
語
る
奥
書
を
見
て
も
、
応
永
二
七
年
に
こ
の
本
の
原
本
が
東
寺
観
智
院
に
あ
っ
た
こ
と
ま
で
は
確
認
で
き
る
が
、
そ
の
本
が
明
恵
の
講

義
の
聞
書
で
あ
る
の
か
ど
う
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
に
し
て
東
寺
観
智
院
に
伝
存
し
て
い
た
の
か
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
。
問
題
の
奥
書
中
に

見
え
る
英
性
は
、
鷲
尾
順
敬
『
晋
本
仏
家
人
名
辞
書
』
に
よ
る
と
、
慶
長
一
六
年
（
一
六
二
）
誕
生
、
延
宝
五
年
（
一
六
七
七
）
寂
、
東
大
寺
の

学
僧
で
『
五
教
章
』
を
講
じ
た
と
い
う
。
従
っ
て
、
こ
の
間
題
の
奥
書
は
、
明
暦
元
年
に
琳
弁
が
こ
の
本
を
写
し
た
時
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る

と
見
ら
れ
る
。
「
今
於
本
寺
大
依
之
会
釈
ア
リ
」
と
は
、
東
大
寺
に
お
い
て
『
五
教
章
』
を
解
釈
す
る
の
に
『
五
教
章
上
巻
聞
書
』
に
依
っ
て
行

っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
間
書
に
よ
っ
て
『
五
教
章
』
を
講
じ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
英
性
や
円
智
に
す
す
め
ら

れ
て
、
琳
弁
が
こ
の
書
を
写
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
間
書
が
明
恵
説
．
で
あ
る
と
い
う
言
の
信
憑
薩
は
相
当
に
高
い
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
し
て
、
だ
か
ら
こ
そ
、
永
弁
と
琳
弁
と
は
こ
の
間
晋
を
書
写
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
伝
存
す
る
明
恵
の
注
釈
書
や
明
恵
の
講
義
の
聞

書
な
ど
を
見
る
と
、
永
弁
・
琳
弁
が
転
写
し
た
本
が
い
く
つ
か
高
山
寺
に
残
っ
て
い
る
。

『
高
山
随
聞
秘
密
抄
』
　
寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
琳
弁
写

『
華
厳
仏
光
観
閲
書
』
　
寛
文
六
年
永
弁
写

『
栂
尾
説
戒
日
記
』
　
寛
文
九
年
永
弁
写

『
華
厳
唯
心
義
』
巻
上
　
延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）
琳
弁
写

『
光
言
句
義
釈
聴
集
記
』
　
貞
享
元
年
（
〓
ハ
八
四
）
永
弁
等

高
山
寺
蔵
『
五
教
章
上
巻
聞
書
』
に
つ
い
て

九



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

（2）

永
弁
と
琳
弁
の
二
人
は
、
明
恵
の
学
問
を
整
理
し
て
、
こ
の
学
を
再
興
し
よ
う
と
す
る
志
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
、
こ
の
間
書
が
明
恵
の
説
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
信
憑
性
は
高
い
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
原
典
『
五
教

章
』
が
明
恵
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な
書
物
で
あ
り
、
従
っ
て
、
彼
が
こ
れ
を
吉
写
し
た
り
、
そ
し
て
講
義
し
て
い
た
こ
と
か
ら
も
裏
づ
け
る
こ

と
が
で
き
る
。
即
ち
、
先
に
記
し
た
よ
う
に
、
明
恵
は
原
典
『
華
厳
一
乗
数
分
記
』
本
文
の
行
間
に
注
を
書
入
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
の
行
間

書
入
れ
注
が
聞
書
の
方
に
利
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
は
こ
れ
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
ま
た
、
『
五
教
章
』
の

寿
霊
（
七
五
七
－
七
九
一
）
に
よ
る
と
さ
れ
る
注
釈
書
『
花
厳
五
教
指
事
』
に
明
恵
筆
の
本
が
高
山
寺
に
伝
存
し
て
い
る
（
第
二
邪
第
二
二
二
号
）
の

で
あ
る
が
、
聞
書
に
は
こ
の
『
指
事
』
の
説
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。
『
五
教
章
』
を
注
釈
す
る
た
め
に
は
明
恵
で
な
く
て
も
や
は
り
『
指
事
』
を

利
用
し
た
は
ず
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
明
恵
が
『
五
教
章
』
に
深
い
関
心
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
知
る
。

能
尺
所
尺
事
　
花
厳
ヲ
所
尺
ト
ト
リ
一
乗
以
下
ヲ
能
尺
ト
ト
ル
ナ
リ
是
ハ
即
指
事
ノ
尺
也
（
上
l
ウ
空

間
書
の
他
の
部
分
で
も
『
指
事
』
を
参
照
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
少
な
く
な
い
。

そ
し
て
、
『
高
山
寺
明
恵
上
人
行
状
（
漢
文
行
状
）
』
に
よ
れ
ば
、
明
恵
は
『
五
教
章
』
を
講
義
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

大
琉
演
義
抄
井
二
起
信
義
記
五
教
章
披
談
之
づ
（
上
山
本
中
）

そ
し
て
、
更
に
、
『
高
山
寺
明
恵
上
人
行
状
』
が
『
漢
文
行
状
』
の
一
節
を
注
し
て
、

△
高
山
寺
者
号
十
無
尽
院
姦
改
高
山
寺
示
巻
云
／
建
永
元
年
十
一
月
高
尾
ノ
一
院
栂
尾
被
下
後
鳥
羽
院
ノ
三
且
一
賜
之
、
ト
此
処
壷
（
隆
花
厳

ヨ
ノ宗
喜
高
山
専
一
云
く
／
五
教
章
上
巻
云
、
謂
ク
此
ノ
一
乗
ハ
要
ス
在
初
時
第
二
七
日
t
説
ク
猶
如
三
ヰ
日
ノ
出
テ
先
ッ
照
ニ
ス
カ
嵩
叫
山
一
等
ナ
リ

と
注
し
て
い
る
の
を
引
く
ま
で
も
な
く
、
「
日
出
先
照
高
山
」
は
『
五
教
章
』
上
巻
中
に
見
え
る
句
で
あ
っ
て
、
こ
の
一
事
を
も
っ
て
し
て
も
明

恵
が
こ
の
書
を
い
か
に
尊
重
し
て
い
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
開
音
は
こ
の
部
分
を
次
の
よ
う
に
注
釈
し
て
い
る
。

猶
如
日
出
先
些
高
山
文
是
ハ
性
起
品
ノ
喩
也
日
ノ
初
テ
出
ル
時
キ
ハ
先
ツ
必
ス
高
山
ヲ
テ
ラ
ス
カ
如
ク
仏
日
初
テ
出
テ
、
必
ス
円
機
ヲ
テ
ラ

ス
也
次
二
日
ノ
次
第
二
余
山
乃
至
幽
谷
ヲ
テ
ラ
ス
ヲ
ハ
漸
ク
末
教
ヲ
説
ク
ニ
喩
フ
ル
也
次
－
苗
ノ
西
山
二
傾
ム
ク
時
ヰ
還
テ
迷
虚
八
万
ノ
頂



ヲ
照
ス
還
照
高
山
ト
名
ク
是
別
法
花
ヲ
説
テ
三
乗
機
ヲ
花
厳
一
乗
へ
入
ル
、
ヲ
云
也
（
下
6
ウ
5
）

そ
し
て
、
以
上
の
傍
証
に
よ
る
と
こ
ろ
を
決
定
的
に
す
る
の
は
、
聞
書
下
の
本
文
に
一
箇
所
次
の
注
記
が
見
え
る
こ
と
で
あ
る
。

林
師
云

答
ニ
ハ
二
ノ
義
ア
リ
一
ニ
ハ
一
代
ノ
教
二
化
制
二
教
ア
リ
制
教
ニ
ハ
同
時
同
処
ヲ
サ
マ
タ
ケ
ス
今
ハ
化
教
ノ
事
ヲ
云
力
故
二
同
時
間
処
ナ
シ

上
人
御
答
云
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

ト
云
也
一
義
云
古
仏
ノ
本
戒
ヲ
詞
ス
ル
カ
故
二
本
戒
ナ
ル
方
ハ
本
教
卜
一
ニ
ノ
本
ノ
外
二
末
教
ヲ
不
レ
見
末
教
ス
カ
タ
ニ
テ
同
時
同
処
ナ
ル

私
云
元
徳
ノ
尺
等
二
依
テ
云
也

ハ
無
シ
ト
云
也
梵
網
ハ
本
戒
方
ヨ
リ
全
二
本
教
ト
ミ
ナ
シ
テ
末
教
ヲ
不
レ
見
様
ヲ
云
也
或
大
義
云
一
代
ヲ
初
中
後
ノ
三
ニ
ワ
ク
ル
ニ
成
道
ノ

初
ツ
方
ナ
ラ
バ
二
七
日
乃
至
一
年
二
年
ノ
後
二
説
托
初
結
音
波
羅
提
木
見
ト
云
へ
シ
（
下
略
）
〒
9
ウ
5
）

先
の
奥
書
に
「
栂
尾
上
大
聖
義
也
ト
云
、
」
と
あ
る
の
は
、
右
引
用
部
分
に
見
え
る
「
上
人
細
谷
を
．
「
一
義
」
に
よ
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
「
林
師
」
は
義
林
房
喜
海
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
注
記
に
よ
れ
ば
、
こ
の
間
書
は
喜
海
を
「
林
師
」
と
呼
ぶ
人
物
が
書
い
た
も
の
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
「
林
師
云
」
で
思
い
合
わ
さ
れ
る
の
は
、
こ
れ
が
、
『
解
脱
門
義
聴
集
記
』
　
に
も
見
え
る
こ
と
で
あ
る
。
『
解
脱
門
義
聴
集
記
』

は
、
明
恵
の
講
義
を
喜
海
が
記
録
し
、
こ
れ
を
高
信
が
整
理
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
『
五
教
章
上
巻
聞
書
』
ゐ
場
合
も
、
喜
海
を
林

師
と
呼
ぶ
人
物
は
、
喜
海
と
兄
弟
弟
子
で
あ
る
蓋
然
性
が
高
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
人
物
も
明
恵
上
人
の
講
義
を
聞
き
、
同
じ

講
義
を
聞
い
た
喜
海
の
説
を
も
と
り
こ
ん
で
聞
書
を
作
成
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

画
注
意
さ
れ
る
若
干
の
言
語
事
象

本
間
書
は
仏
典
の
注
釈
で
あ
り
、
固
い
文
語
体
で
書
か
れ
て
い
る
た
め
、
言
語
研
究
の
立
場
か
ら
注
目
さ
れ
る
事
象
は
多
く
は
な
い
。
先
ず
注

意
さ
れ
る
の
は
、
他
の
明
恵
の
講
義
の
開
音
の
場
合
と
同
じ
く
本
間
書
に
も
声
点
が
さ
さ
れ
た
語
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
も
、
本
間

書
が
明
恵
の
講
義
の
聞
書
の
類
の
一
本
で
あ
る
と
す
る
先
の
推
定
が
支
持
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

○
此
海
印
三
昧
ヲ
出
入
ノ
三
味
ト
ハ
コ
、
ロ
エ
テ
；
ヘ
ハ
；
ソ
諸
尊
二
通
ス
ト
イ
フ
テ
第
二
会
ヲ
モ
カ
ヌ
レ
（
上
3
ウ
6
）

○
マ
。
ケ
。
ア
ル
限
ノ
虚
空
二
向
テ
花
ヲ
見
ル
カ
如
シ
　
（
上
4
8
オ
1
0
）

○
ヒ
ト
リ
タ
…
チ
ナ
ル
モ
ノ
、
無
力
故
円
融
ス
ル
也
（
下
8
ウ
2
）

高
山
寺
蔵
『
五
教
章
上
巻
同
書
』
に
つ
い
て

一
一



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二

文
脈
の
支
え
を
得
て
も
な
お
意
味
を
た
だ
ち
に
ほ
と
り
に
く
い
部
分
に
声
点
が
ぶ
さ
れ
て
い
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
固
い
文
語
体
で
あ
り
な
が

ら
、
俗
語
的
・
口
語
的
な
事
象
も
若
干
顔
を
の
ぞ
か
せ
て
い
る
。

○
此
証
智
ノ
境
ト
ミ
ツ
ル
教
ヲ
又
囚
人
ノ
方
ヨ
リ
ハ
権
教
ト
l
m
コ
っ
ハ
也
（
上
6
ウ
5
）
「
ユ
へ
ハ
」
の
例
は
先
に
引
い
た
声
点
の
例
中
に
も
見
え

る
。

〇
一
切
ノ
法
ハ
流
入
ス
ル
可
朝
刊
叫
ト
イ
ヒ
ツ
へ
キ
也
（
上
1
5
オ
1
）

○
当
山
和
義
ニ
ハ
不
一
モ
コ
、
ニ
ハ
ア
ラ
引
l
可
叫
也
ト
カ
ヤ
（
上
1
6
オ
8
）

○
是
ヲ
折
薪
記
ハ
此
文
バ
ク
、
一
ヲ
ア
ケ
テ
コ
レ
ニ
ウ
チ
カ
へ
ノ
心
エ
オ
l
剥
勅
也
ト
カ
ヤ
（
上
1
7
オ
5
）

○
当
世
ノ
人
取
ミ

タ
ラ
カ
シ
テ
仏
果
ノ
法
門
ト
云
モ
一
向
即
果
分
ト
一
ツ
ニ
心
得
ク
リ

（
上
5
オ
1
）
「
ミ
タ
ラ
カ
ス
」
　
の
例
は
、
他
に
も
上
5

ウ
4
、
上
6
ウ
6
に
見
え
る
。

○
義
ヲ
ハ
可
割
引
創
刊
ネ
ト
モ
同
ク
ハ
イ
ク
モ
フ
ッ
ク
ヱ
モ
木
ノ
鉢
同
シ
キ
カ
故
二
此
フ
ッ
ク
ヱ
ノ
処
ニ
バ
ク
板
ノ
鉢
ヲ
オ
サ
ム
　
（
上
5
ウ
1
0
）

ヲ

○
若
シ
二
乗
ハ
カ
リ
ヲ
云
ヲ
ム
タ
！
＼
ト
ノ
各
乗
大
草
ホ
ト
イ
ワ
ハ
可
y
有
失
一

（
上
1
0
オ
8
）

な
お
、
『
類
衆
名
義
抄
』
を
利
用
し
た
か
と
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
注
は
、
片
仮
垂
父
り
文
の
注
釈
の
中
で
異
質
の
感
が
あ

る
か
ら
、
開
音
の
原
形
に
存
し
た
も
の
で
は
な
く
、
転
写
を
経
る
間
に
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

○
撹
欝
㍊
ム
震
ル
叫
”
″
（
上
欝
6
）

○
況
ミ
ム
鵠
㍍
琵
芸
㌘
（
上
等
6
）

ヲ
ク

○
絡
ノ
　
（
下
4
ウ
7
）

ヲ
サ
ム
ル
　
ヨ
ル

モ
ト
ヲ
ル

（3）

高
山
寺
本
『
類
朱
名
義
抄
』
は
こ
の
字
の
部
分
を
欠
い
て
い
る
が
、
観
智
院
本
に
よ
る
と
共
通
す
る
訓
が
多
い
。



三
、
明
恵
の
注
釈
書
と
講
義
開
音
、
．
な
ら
び
に
そ
の
流
れ
を
く
む
資
料

（4）

明
恵
関
係
の
片
仮
名
交
り
文
資
料
は
、
・
近
時
国
語
史
研
究
資
料
と
し
て
次
第
に
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
筆
者
も
関
係
資
料
の
発
掘

と
整
備
に
つ
と
め
て
き
た
が
、
右
に
お
い
て
は
、
『
五
教
章
上
巻
聞
書
』
を
そ
の
一
つ
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
関
係

資
料
が
次
算
に
出
そ
ろ
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
は
、
『
五
教
章
上
巻
聞
書
』
な
ど
の
資
料
を
中
心
と
し
て
、
明
恵
関
係
の
片
仮
名
交
り
文

資
料
を
類
別
整
理
す
る
一
案
を
提
出
し
て
み
た
い
と
田
号
。
明
恵
関
係
片
仮
名
交
り
文
資
料
は
明
恵
資
料
と
、
そ
の
流
れ
を
く
む
資
料
と
に
分
け

ら
れ
る
。
前
者
か
ら
見
る
こ
と
と
す
る
。

0
明
恵
資
料

『
五
教
章
上
巻
開
音
』
を
例
に
と
る
と
、
こ
の
資
料
は
、
資
料
の
性
格
か
ら
言
っ
て
二
つ
の
性
格
を
も
っ
て
い
る
。
一
つ
は
、
そ
れ
が
原
典
『
五

教
章
上
巻
』
に
対
す
る
注
釈
で
あ
る
と
い
う
性
格
で
あ
り
、
も
う
三
は
、
明
恵
の
講
義
の
開
音
で
あ
有
と
い
う
性
格
で
あ
る
。
今
ま
で
筆
者
が

整
備
に
つ
と
め
て
き
て
、
注
1
の
4
の
拙
稿
な
ど
で
取
扱
っ
た
『
光
言
句
義
釈
聴
集
記
』
『
納
涼
坊
談
義
記
』
な
ど
も
、
や
は
り
、
注
釈
書
で
あ

っ
て
、
講
義
の
聞
書
と
し
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
二
面
の
性
格
を
も
つ
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
資
料
を
明
恵
関
係
の
片
仮
多
父
り
文
資

料
の
中
に
正
し
く
位
置
づ
け
る
た
め
に
は
、
こ
の
1
三
の
性
格
を
軸
に
と
っ
て
、
こ
れ
に
関
連
す
る
資
料
と
の
関
係
を
明
確
に
す
る
と
い
う
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
。
二
分
法
に
よ
れ
ば
注
釈
に
対
す
る
も
の
は
非
注
釈
、
講
義
開
署
に
対
す
る
も
の
は
講
義
を
経
な
い
著
作
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

逆
に
著
作
に
対
す
る
も
の
と
し
て
講
義
聞
書
を
考
え
る
と
、
講
義
と
い
う
と
ら
え
方
は
原
典
に
つ
い
て
の
講
義
と
い
う
特
定
の
場
合
に
限
ら
れ
る

著 聞

－
作 書
亨 ‾昭
二
注

類 類 釈
＿丁 首巨」・1プ一 二 注
釈‾類類

響
き
を
も
つ
か
ら
、
広
く
聞
書
と
す
る
方
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
右
の
二
つ
の
視
点
を

縦
横
の
軸
に
と
っ
た
資
料
類
別
の
図
を
作
る
と
、
次
の
よ
う
な
四
類
の
資
料
を
認
定
す
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
と
な
る
。
即
ち
、
注
釈
を
一
類
、
非
注
釈
を
二
類
と
呼
び
、
聞
書
を
甲
類
、
著
作
を
乙
類
と
呼
ぶ
こ

と
に
す
る
と
、
甲
一
類
・
甲
二
類
・
乙
一
類
・
乙
二
類
の
四
類
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
注
釈
と
い

高
山
寺
蔵
『
五
教
章
上
巻
聞
書
』
に
つ
い
て
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ぅ
こ
と
を
第
一
規
準
と
し
て
、
そ
の
上
に
立
っ
て
二
分
法
で
非
注
釈
を
対
置
し
た
た
め
に
、
乙
二
類
、
即
ち
注
釈
書
で
な
く
て
聞
書
で
は
な
い
著

作
な
ど
は
、
種
々
の
も
の
を
含
み
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
『
光
明
真
言
土
沙
勧
信
記
』
の
よ
う
な
も
の
か
ら
『
明
恵
上
人
歌
集
』
・

ま
で
も
含
み
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
、
縦
軸
の
非
注
釈
は
こ
れ
を
細
分
し
乙
二
ノ
一
、
乙
二
ノ
二
…
…
、
又
は
乙
三
、
乙
四
…
…

と
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
よ
う
な
問
題
を
残
す
け
れ
ど
も
、
今
は
、
伝
存
す
る
資
料
の
量
が
最
も
多
い
と
こ
ろ
の
甲
一
類
を
中
心
に
、
こ
れ
と
密
接
な
関
係
に
あ
る

（5）

甲
二
類
、
乙
一
類
の
資
料
を
整
理
し
て
み
た
い
。

甲
一
類
『
納
涼
坊
談
義
記
』
嘉
禄
元
年
（
二
三
五
）
　
明
恵
講
隆
詮
聞
書
一
帖

『
花
厳
信
種
義
聞
集
記
』
　
嘉
禄
二
年
か
明
恵
講
　
有
欠
四
帖

『
解
脱
門
義
聴
集
記
』
　
貞
応
三
年
（
一
二
二
四
）
か
嘉
禄
二
年
か
明
恵
講
喜
海
聞
書
高
信
整
理
一
〇
帖

『
光
言
句
義
釈
聴
集
記
』
　
寛
喜
元
年
（
一
二
二
九
）
明
恵
講
　
二
軸

『
五
教
車
上
巷
間
吉
』
　
明
恵
講
書
海
等
開
署
某
整
理

甲
二
類
『
栂
尾
都
物
語
』
　
諸
種
の
聞
書
を
集
め
た
も
の
道
棟
類
衆
か
　
三
冊

全
体
と
し
て
は
甲
二
類
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
開
署
の
中
に
、
建
暦
三
年
（
一
二
二
二
）
の
明
恵
の
『
大
日
経
琉
』
の
講
義
、
寛
喜

元
年
の
明
恵
の
『
光
言
旬
義
釈
』
の
講
義
の
聞
書
を
含
ん
で
お
り
、
甲
一
類
に
属
す
る
部
分
も
あ
る
こ
と
に
な
る
。

『
高
山
随
聞
秘
密
抄
』
　
明
恵
談
霊
典
聞
書
光
経
類
衆
一
軸

『
明
恵
上
人
遣
訓
抽
』
　
明
恵
談
某
文
暦
二
年
（
一
二
三
五
）
記

『
五
秘
密
口
決
』
　
明
恵
談
高
信
開
署
か
　
二
軸



『
栂
尾
説
戒
日
記
』
．
明
恵
談
長
円
聞
書
一
瓶

『
却
廃
忘
記
』
　
明
恵
談
長
円
開
音
　
二
冊

『
真
聞
集
』
　
明
恵
談
隆
弁
聞
書
　
七
帖

乙
一
類
『
華
厳
唯
心
義
』
　
明
恵
注
　
二
帖

甲
二
類
の
中
に
は
、
『
栂
尾
説
戒
日
記
』
の
よ
う
に
、
ひ
と
ま
と
ま
り
と
し
て
、
あ
る
時
の
明
恵
の
談
ず
る
と
こ
ろ
を
聞
書
し
た
と
見
ら
れ
る
も

の
か
ら
、
『
高
山
随
聞
秘
密
抄
』
や
　
『
真
聞
集
』
　
な
ど
の
よ
う
に
明
恵
に
つ
き
従
っ
て
そ
の
都
度
聞
い
て
い
た
こ
と
を
記
し
た
と
見
ら
れ
る
も
の

ま
で
種
々
の
も
の
が
あ
る
。
後
者
は
、
聞
書
と
は
言
っ
て
も
、
著
作
に
近
い
性
格
を
も
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

臼
明
恵
資
料
の
流
れ
を
く
む
資
料

次
に
は
、
右
に
取
り
上
げ
た
明
恵
資
料
に
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
つ
な
が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
の
、
い
わ
ば
明
恵
関
係
資
料
を
取
り
上
げ
る
。
明
恵

資
料
に
つ
な
が
る
と
は
不
明
確
な
表
現
で
あ
る
が
、
具
体
的
に
は
二
種
類
の
も
の
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
一
つ
は
、
右
に
見
て
来
た
注
釈
活
動
に

連
続
す
る
も
の
で
、
明
恵
の
説
を
継
承
し
な
が
ら
、
明
恵
の
学
統
に
つ
な
が
る
者
が
作
成
し
た
注
釈
書
で
あ
る
。
先
の
類
別
に
従
え
ば
甲
類
に
属

し
、
甲
一
類
も
甲
二
類
も
存
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
も
う
一
つ
は
、
明
恵
の
伝
記
資
料
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
は
先
の
類
別
に
従
え
ば
乙
二
類

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
も
っ
と
も
、
高
山
寺
蔵
『
上
人
之
事
』
は
明
恵
の
語
っ
た
と
こ
ろ
を
禅
浄
房
な
る
弟
子
が
筆
録
し
た
も
の
で
、
H
の
明
恵

資
料
の
方
に
位
置
づ
け
、
そ
の
甲
二
類
と
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
た
だ
、
喜
海
の
著
を
も
と
に
増
補
展
開
し
て
い
っ
た
と
見
ら
れ
る
い
わ
ゆ
る
伝

記
系
諸
本
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
伝
記
類
は
⇔
に
位
置
づ
げ
、
そ
の
乙
二
類
と
す
る
の
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
甲
一
類
の
資
料
を
中

（6）

心
に
そ
れ
に
密
接
に
関
連
す
る
甲
二
類
・
乙
一
類
を
整
理
し
よ
う
と
す
る
本
稿
で
は
、
個
々
の
伝
記
資
料
の
位
置
づ
け
は
省
略
に
従
う
。

さ
て
、
前
者
に
か
え
っ
て
、
明
恵
の
学
統
に
つ
な
が
る
者
が
、
そ
の
所
説
の
影
響
を
受
け
て
作
成
し
た
注
釈
書
類
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
そ
の

発
掘
が
は
じ
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
既
に
、
H
に
あ
げ
た
『
解
脱
門
義
聴
集
記
』
な
ど
は
、
明
恵
の
講
義
を
喜
海
が
聞
苦
し
、
そ
れ
を
高
信
が

高
山
寺
蔵
『
五
数
章
上
巻
間
者
』
に
つ
い
て
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整
理
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
高
信
は
こ
れ
に
よ
っ
て
講
義
を
行
っ
て
お
り
、
こ
の
注
釈
が
弟
子
か
ら
孫
弟
子
へ
と
賂
承
さ
れ
て
い
く
姿
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
。
筆
者
の
と
ら
え
る
こ
と
が
出
来
て
い
る
資
料
で
、
こ
の
類
に
属
す
る
と
見
ら
れ
る
も
の
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
そ
の
言
語
か
ら
見

て
、
甲
一
類
で
は
な
い
か
と
見
ら
れ
る
『
華
厳
仏
光
観
閲
書
』
の
よ
う
な
も
の
も
あ
る
が
、
概
し
て
講
義
の
聞
書
で
あ
る
の
か
著
作
で
あ
る
の
か

確
認
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
甲
一
類
と
乙
一
類
と
を
分
け
ず
に
列
挙
す
る
。

『
華
厳
仏
光
観
閲
書
』
　
明
恵
の
弟
子
乃
至
は
そ
れ
に
つ
な
が
る
者
の
講
義
の
聞
書
か
一
帖

（7）

『
仏
光
最
等
』
　
二
階

『
起
信
論
本
疏
聴
集
記
』
　
順
高
注

『
起
信
論
別
記
聴
集
記
』
　
順
高
注

『
四
巻
抄
一
巻
不
審
事
』
　
定
真
の
弟
子
注
か
一
紙

『
四
巻
抄
開
音
』
　
仁
弁
講
弁
耀
聞
書
一
軸

く
だ
っ
て
は
、
寛
永
十
四
年
成
立
の
顕
証
の
『
光
真
言
句
義
釈
紗
』
（
一
冊
）
や
些
戸
初
期
成
立
と
見
ら
れ
る
撰
者
未
詳
の
　
『
光
言
抄
私
』
（
一
冊
）

『
光
言
私
記
』
（
一
冊
）
も
あ
る
が
、
鎌
倉
時
代
語
の
研
究
と
い
う
視
点
か
ら
は
、
今
の
と
こ
ろ
先
の
六
点
が
あ
げ
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。

四
、
お
　
わ
　
り
　
に

本
稿
は
、
高
山
寺
に
伝
存
す
る
『
五
教
章
上
巻
聞
書
』
が
、
明
恵
講
義
の
聞
書
の
一
つ
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
、
こ
れ
を
機
会
に
、
注
釈
・
聞
書
と
い
う
二
つ
の
視
点
を
軸
に
、
明
恵
関
係
片
仮
名
交
り
文
資
料
を
類
別
整
理
す
る
し
か
た
の
一
案
を
考
え

て
み
た
も
の
で
あ
る
。

0
明
恵
資
料

甲
一
類
・
甲
二
類
・
乙
一
類
・
乙
二
類



0
明
恵
資
料
の
流
れ
を
く
む
資
料

甲
一
類
・
乙
一
類
・
乙
二
類

こ
の
資
料
類
別
案
は
、
先
ず
成
立
時
期
に
よ
っ
て
H
と
臼
と
に
分
け
、
つ
い
で
、
注
釈
か
非
注
釈
か
と
い
う
い
わ
ば
言
語
資
料
ジ
ャ
ン
ル
の
ち
が

い
と
、
聞
書
か
著
作
か
と
い
う
成
立
の
し
か
た
の
ち
が
い
と
を
軸
に
と
っ
て
分
け
た
も
の
で
あ
っ
て
、
明
恵
関
係
資
料
を
言
語
資
料
と
し
て
扱
う

に
は
、
こ
の
よ
う
な
配
慮
を
し
て
か
か
っ
た
方
が
よ
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
、
こ
の
類
別
案
に
よ
っ
て
分
け
ら

れ
た
類
に
よ
っ
て
、
そ
の
言
語
に
何
ら
か
の
相
違
が
あ
る
の
か
な
い
の
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
明
ら
か
に
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
課
題
で

あ
る
。そ
れ
と
と
も
に
、
そ
の
こ
と
を
通
し
て
、
非
注
釈
と
一
括
し
て
あ
る
部
分
を
細
分
す
る
試
み
も
必
要
で
あ
り
、
ま
た
、
類
別
し
た
群
へ
の
命
名

も
必
要
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
も
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

1
『
明
恵
上
人
資
料
第
二
』
　
（
分
担
執
筆
　
東
京
大
学
出
版
会
一
九
七
八
・
三
）

2
「
高
山
寺
蔵
鎌
倉
時
代
後
期
書
写
題
未
詳
仏
書
注
釈
書
」
　
（
鎌
倉
時
代
語
研
究
一
一
九
七
八
・
三
）

3
「
鎌
倉
時
代
の
注
釈
活
動
」
　
（
同
右
三
一
九
八
〇
二
二
）

4
「
明
恵
上
人
の
講
義
と
そ
の
間
書
」
　
（
『
高
山
寺
典
籍
文
書
の
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
一
九
八
〇
二
二
）

5
「
高
山
寺
蔵
本
不
空
調
索
批
慮
遮
那
仏
大
濯
頂
光
明
真
言
句
義
釈
」
　
（
同
右
）

6
「
高
山
寺
蔵
『
四
巻
抄
聞
書
』
に
つ
い
て
」
　
（
鎌
倉
時
代
語
研
究
四
一
九
八
一
・
五
）

7
「
高
山
寺
伝
存
の
仮
名
交
り
注
釈
書
類
一
斑
」
　
（
昭
和
五
十
六
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
　
（
総
合
研
究
因
）
「
高
山
寺
所
蔵
の
典
籍
文
書
の
研
究
並
に

『
高
山
寺
資
料
叢
書
』
の
編
纂
」
研
究
報
告
論
集
一
九
八
二
二
）

（
2
）
　
こ
の
ほ
か
、
永
弁
は
、
顕
証
が
寛
永
一
四
年
に
『
光
言
句
義
釈
聴
集
記
』
を
も
と
に
自
説
を
加
え
て
作
成
し
た
『
光
真
言
句
義
釈
抄
』
を
も
天
和
三
年
に

書
写
し
て
い
る
。

（
3
）
　
こ
の
和
訓
が
観
智
院
本
の
『
類
衆
名
義
抄
』
の
そ
れ
と
近
い
こ
と
は
近
藤
泰
弘
氏
が
指
摘
さ
れ
た
。

高
山
寺
蔵
『
五
教
章
上
巻
閏
書
』
に
つ
い
て



（4）（5）（6）（7）

〔
付
記
〕

鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

小
林
芳
規
「
中
世
片
仮
名
文
の
国
語
史
的
研
究
」
（
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
特
瞥
三
一
九
七
一
・
三
）
な
ど
。

そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
の
伝
本
そ
の
他
書
誌
的
な
事
柄
は
省
略
す
る
。
注
1
の
拙
稿
な
ど
を
参
照
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
『
明
恵
上
人
資
料
第
一
』
を
参
照
。

こ
の
間
書
に
つ
い
て
は
、
後
考
を
期
し
た
い
。
文
中
に
「
林
師
ノ
云
ク
」
（
2
ウ
9
）
「
上
人
口
伝
ニ
」
（
1
ウ
5
）
「
上
人
ノ
コ
ン
案
」
（
4
ウ
）
と
見
え
る
。

高
山
寺
当
局
各
位
の
御
芳
情
に
謝
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
小
川
良
棟
の
御
冥
福
を
祈
り
上
げ
ま
す
。




